
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
の
価
格
高
騰
に
よ
る

景
気
低
迷
の
回
復
お
よ

び
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と
い

た
し
ま
し
て
、
垂
水
市
商
工
会
と
連

携
を
図
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品

券
を
発
行
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、「
ふ

れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
夏
祭
り
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
５
年
度
は
、
通
常

規
模
に
戻
し
て
開
催
し
、
市
内
外
の

来
場
者
に
お
楽
し
み
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
生
活
様
式
に
よ

る
消
費
動
向
を
的
確
に

把
握
し
、
販
路
拡
大
に

繋
が
る
取
り
組
み
の
支
援
に
努
め
、

商
品
づ
く
り
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実

と
、
施
設
整
備
等
の
支
援
に
よ
る

６
次
産
業
化
の
推
進
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
外
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
、

安
全
安
心
な
養
殖
魚
の
安
定
供
給

を
見
据
え
、
カ
ン
パ
チ
・
ブ
リ
に

お
け
る
人
工
種
苗
の
購
入
と
、
技

潤い のあるまち

商工業
振興

水産業
振興

Abundance
術
向
上
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

新
規
就
農
者
支
援
に
つ

い
て
は
、
経
営
が
不
安

定
な
就
農
初
期
段
階
か

ら
支
援
を
行
い
、
新
規
就
農
者
が
農

業
に
専
念
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、

新
規
就
農
者
の
確
保
と
６
次
産
業
化

に
係
る
設
備
等
導
入
補
助
な
ど
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
支
援
す
る

こ
と
で
、
就
農
者
の
意
欲
向
上
、
営

農
定
着
、
後
継
者
育
成
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
育
種
価
の

繁
殖
雌
牛
を
、
保
留
ま
た
は
導
入
す

る
経
費
に
対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と

で
、
優
良
な
繁
殖
雌
牛
を
垂
水
市
内

に
残
し
、
生
産
農
家
の
経
営
基
盤
の

安
定
化
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　漁業の効率化、漁民・住民の命を守るため、防波堤、岸壁、
護岸、陸こう、浮桟橋等を整備します。

POINT

県営漁港整備事業継 続

総事業費 6 億 2,200 万円【水産商工観光課】
 負担金 9,350 万円【水産商工観光課】

● 令和５年度　岸壁・浮桟橋（牛根麓漁港）

護岸（海潟漁港海岸・境漁港海岸）
　　　　　　　　　　※長期的な建設計画のため、完成は令和 10 年度と見込まれています。

▲ 牛根麓漁港の設計図

❶ ❷

▲ 岸壁の整備現場（図の❷）▲ 浮桟橋の整備現場（図の❶）

POINT

鹿児島女子短期大学との
連携支援事業

新 規

348 万 3 千円
【企画政策課】

　包括連携協定に基づき、地域資源をいか
した関係人口の創出、地域の活性化等の取
り組みを推進します。

POINT

特産品販路拡大支援事業継 続

407 万円【水産商工観課】

　販路拡大の支援、PR 活動の充実の
ため、包括連携協定に基づいた JAL
および博多大丸と連携した販路拡大支
援事業の取り組みを推進します。

農業振興

262023（令和 5）７月 - 広報たるみず27 Tarumizu  City  Public  Relations


